
地区別カルテ 

 

①田原地区 

○地域概況（人口動態） 

<公共交通の利用状況> 

○市民アンケート調査結果（一部抽出） 

<路線バスの今後のあり方> 

・ 田原地区は、人口は減少傾向にあり、令和 2年 3月時点で約 2,500人が居住している。 

・ 田原小学校周辺に人口が集中している。 

・ 高齢化率は令和 2年 3月時点で約 38％と他地域に比べると低くなっている。 

・ 地区内に施設等の立地が少ない。 

・ 公共交通は路線バスが中心部まで運行しており、利用者はアンケート回答者の約 1割となっている。利用者の意見としては、現在のサービス水

準の維持、路線バスに変わる交通手段への転換も求められている。 

◆地区特性 

<利用している公共交通> 

・ 地区内に施設が少ないため移動を完結できる中心部までの移動手段の確保が必要。 

⇒現在の路線バスは維持？、ただし、路線重複の問題は検討が必要。 

・ 居住人口は少ないものの、路線バス沿線から離れた地域に居住している住民が見られる。 

⇒拠点（田原小学校など）までの移動手段の検討？ 

現状 

課題 

<2040年将来人口推計> 

301 288 262 260 254

1,557 1,470 1,434 1,388 1,343

879 908 922 952 961

32.1% 34.1% 35.2% 36.6% 37.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

1,000

2,000

3,000

H28.3 H29.3 H30.3 R1.3 R2.3

（人）
田原地区

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

2,737 2,666 2,618 2,600 2,558

 

 

 

地区別の人口推計結果を掲載予定 

10.6%

14.7%

78.8%

72.3%

10.6%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田原地区
n=66

全体
n=891

利用している 利用していない（したことがない） 無回答

100.0%

69.5% 13.0% 14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田原地区
n=7

全体
n=131

路線バス 鴨川市コミュニティバス 両方 無回答

31.8%

23.7%

6.1%

7.2%

7.6% 21.2%

22.0% 7.3%

10.6%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

田原地区
n=66

全体
n=891

現在のルートとダイヤを維持してほしい
現在のルートを変更してほしい
現在よりも日中の運行本数が少なくて良いので、朝夕の運行本数を多くしてほしい
現在よりも朝夕の運行本数が少なくて良いので、日中の運行本数を多くしてほしい
現在よりも運行本数は少なくても構わないので、夜遅くまで運行してほしい
毎日運行しなくても良いので、運行する日は現在よりも運行本数を多くしてほしい
街中だけの運行でも良いので、運行本数を多くしてほしい
コミュニティバスを縮小しても良いので、路線バスを充実させてほしい
路線バスに代わる交通手段に転換し、利便性を向上させてほしい
その他
無回答

資料４



 

 

②西条地区 

○地域概況（人口動態） 

<公共交通の利用状況> 

○市民アンケート調査結果（一部抽出） 

<コミュニティバスの今後のあり方> 

・ 西条地区は、人口は微増傾向にあり、令和 2年 3月時点で約 3,020人が居住している。 

・ 西条小学校周辺に人口が集中している。 

・ 高齢化率は令和 2年 3月時点で約 31％と他地域に比べると低くなっている。 

・ 地区内に施設等の立地が少ない。 

・ 公共交通はコミュニティバスと路線バスが中心部まで運行しており、利用者はアンケート回答者の約12％となっている。コミュニティバスの方が、若

干利用率が高い。利用者の意見としては、現在のサービス水準の維持、フリー乗降区間の設定が求められている。 

◆地区特性 

<利用している公共交通> 

・ 地区内に施設が少ないため移動を完結できる中心部までの移動手段の確保が必要。 

⇒コミュニティバスと路線バスが一部で重複、役割分担が必要。 

・ 居住人口は少ないものの、路線バス沿線から離れた地域に居住している住民が見られる。 

⇒拠点（田原小学校など）までの移動手段の検討？ 

現状 

課題 

<2040年将来人口推計> 

 

 

 

地区別の人口推計結果を掲載予定 

463 461 438 419 414

1,662 1,652 1,671 1,689 1,682

871 899 901 911 924

29.1% 29.8% 29.9% 30.2% 30.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

H28.3 H29.3 H30.3 R1.3 R2.3

（人）
西条地区

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

2,996 3,012 3,010 3,019 3,020

11.8%

14.7%

74.1%

72.3%

14.1%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西条地区
n=85

全体
n=891

利用している 利用していない（したことがない） 無回答

40.0%

69.5%

50.0%

13.0%

10.0%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西条地区
n=10

全体
n=131

路線バス 鴨川市コミュニティバス 両方 無回答

21.2%

19.3%

23.5%

21.4%

8.2%

5.6%

15.3%

15.3%

5.9%

6.8%

12.9%

21.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

西条地区
n=85

全体
n=891

現在のルートとダイヤを維持してほしい
現在のルートを変更してほしい
午前の便の運行時間帯を変えてほしい
午後の便の運行時間帯を変えてほしい
現在よりも運行本数は少なくても構わないので、夜遅くまで運行してほしい
毎日運行しなくても良いので、運行する日は現在よりも運行本数を多くしてほしい
交通量が少ない道路では、手を挙げればどこでも乗り降りできるようにしてほしい
路線バスを縮小しても良いので、コミュニティバスを充実させてほしい
コミュニティバスに代わる交通手段に転換し、利便性を向上させてほしい
その他
無回答



 

 

③東条地区 

○地域概況（人口動態） 

<公共交通の利用状況> 

○市民アンケート調査結果（一部抽出） 

<路線バスの今後のあり方> 

・ 東条地区は、人口は微増傾向にあり、令和 2年 3月時点で約 6,760人が居住している。12地区の中で最も人口が多い。 

・ 中心部、鉄道沿線地域に人口が集中している。 

・ 高齢化率は令和 2年 3月時点で約 29％と他地域に比べると最もなっている。 

・ 地区内に施設等の立地が多い。 

・ 公共交通は路線バスやコミュニティバスが地区内及び中心部まで多く運行しており、利用者はアンケート回答者の約 9％となっている。利用者の

意見としては、路線バスに変わる交通手段への転換が求められている。 

◆地区特性 

<利用している公共交通> 

・ 地区内に施設が多いため、地区内及び中心部までの移動手段の確保が必要。 

⇒コミュニティバスと路線バスが一部で重複、役割分担が必要。 

・ 居住人口が多いものの、高齢化率が低く、アンケート結果からも他地域に比べて、公共交通のニーズが低い。 現状 

課題 

<2040年将来人口推計> 

 

 

 

地区別の人口推計結果を掲載予定 

797 808 785 776 775

4,104 4,170 4,149 4,063 4,040

1,838 1,868 1,895 1,917 1,945

27.3% 27.3% 27.7% 28.4% 28.8%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H28.3 H29.3 H30.3 R1.3 R2.3

（人）
東条地区

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

6,739 6,846 6,829 6,756 6,760

8.6%

14.7%

82.1%

72.3%

9.3%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東条地区
n=140

全体
n=891

利用している 利用していない（したことがない） 無回答

50.0%

69.5%

33.3%

13.0%

16.7%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東条地区
n=12

全体
n=131

路線バス 鴨川市コミュニティバス 両方 無回答

16.4%

23.7%

5.7%

7.2%

7.9% 23.6%

22.0%

7.9%

7.3%

20.0%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

東条地区
n=140

全体
n=891

現在のルートとダイヤを維持してほしい
現在のルートを変更してほしい
現在よりも日中の運行本数が少なくて良いので、朝夕の運行本数を多くしてほしい
現在よりも朝夕の運行本数が少なくて良いので、日中の運行本数を多くしてほしい
現在よりも運行本数は少なくても構わないので、夜遅くまで運行してほしい
毎日運行しなくても良いので、運行する日は現在よりも運行本数を多くしてほしい
街中だけの運行でも良いので、運行本数を多くしてほしい
コミュニティバスを縮小しても良いので、路線バスを充実させてほしい
路線バスに代わる交通手段に転換し、利便性を向上させてほしい
その他
無回答



 

 

④鴨川地区 

○地域概況（人口動態） 

<公共交通の利用状況> 

○市民アンケート調査結果（一部抽出） 

<路線バスの今後のあり方> 

・ 鴨川地区は、人口は減少傾向にあり、令和 2年 3月時点で約 5,680人が居住している。東条地区に次いで人口が多い。 

・ 中心部、鉄道沿線地域に人口が集中している。 

・ 高齢化率は令和 2年 3月時点で約 36％となっている。 

・ 地区内に施設等の立地が多い。 

・ 公共交通は路線バスやコミュニティバスが地区内を多く運行しており、利用者はアンケート回答者の約 20％と高い。利用者の意見としては、現

在のサービス水準の維持、路線バスに変わる交通手段への転換が求められている。 

◆地区特性 

<利用している公共交通> 

・ 地区内に施設が多いため、地区内までの移動手段の確保が必要。 

⇒中心部でサービス水準が高いことから公共交通の利用者が多い。 

⇒まちづくりの観点からも現在のサービス水準を維持。ただし、重複の役割分担は必要。 現状 

課題 

<2040年将来人口推計> 

 

 

 

地区別の人口推計結果を掲載予定 

637 609 577 563 564

3,168 3,187 3,142 3,106 3,054

2,115 2,132 2,103 2,077 2,061

35.7% 36.0% 36.1% 36.1% 36.3%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

H28.3 H29.3 H30.3 R1.3 R2.3

（人）
鴨川地区

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

5,920 5,928 5,822 5,746 5,679

19.9%

14.7%

67.8%

72.3%

12.3%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鴨川地区
n=171

全体
n=891

利用している 利用していない（したことがない） 無回答

79.4%

69.5% 13.0%

11.8%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鴨川地区
n=34

全体
n=131

路線バス 鴨川市コミュニティバス 両方 無回答

24.0%

23.7%

7.0%

7.2%

21.1%

22.0%

5.8%

7.3%

20.5%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鴨川地区
n=171

全体
n=891

現在のルートとダイヤを維持してほしい
現在のルートを変更してほしい
現在よりも日中の運行本数が少なくて良いので、朝夕の運行本数を多くしてほしい
現在よりも朝夕の運行本数が少なくて良いので、日中の運行本数を多くしてほしい
現在よりも運行本数は少なくても構わないので、夜遅くまで運行してほしい
毎日運行しなくても良いので、運行する日は現在よりも運行本数を多くしてほしい
街中だけの運行でも良いので、運行本数を多くしてほしい
コミュニティバスを縮小しても良いので、路線バスを充実させてほしい
路線バスに代わる交通手段に転換し、利便性を向上させてほしい
その他
無回答



 

 

⑤大山地区 

○地域概況（人口動態） 

<公共交通の利用状況> 

○市民アンケート調査結果（一部抽出） 

<路線バスの今後のあり方> 

・ 大山地区は、人口は減少傾向にあり、令和 2年 3月時点で約 1,140人が居住している。人口は地区全域に薄く分布している。 

・ 高齢化率は令和 2年 3月時点で約 49％となっており、高齢化率は 12地区の中で最も高い。 

・ 地区内に施設等の立地が少ない。 

・ 公共交通は路線バスが地区内から中心部まで運行しており、利用者はアンケート回答者の約 21％と高い。利用者の意見としては、現在のサ

ービス水準の維持、路線バスに変わる交通手段への転換が求められている。 

・ 現在、予約制乗合タクシーの実証運行を実施している。 

◆地区特性 

<利用している公共交通> 

・ 地区内に施設が少ないため移動を完結できる中心部までの移動手段の確保が必要。 

⇒現在の路線バスは維持？、ただし、路線重複の問題は検討が必要。 

⇒また予約制乗合タクシーの実証運行を行っており、網羅的に含めた検討が必要。 

居住人口は少ないものの、路線バス沿線から離れた地域に居住している住民が見られる。 

⇒バスによるカバーは難しい？ 

現状 

課題 

<2040年将来人口推計> 

 

 

 

地区別の人口推計結果を掲載予定 

101 95 90 80 79

578 558 535 511 496

574 571 575 565 562

45.8% 46.7% 47.9% 48.9% 49.4%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

500

1,000

1,500

H28.3 H29.3 H30.3 R1.3 R2.3

（人）
大山地区

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

1,253 1,224 1,200 1,156 1,137

20.5%

14.7%

66.7%

72.3%

12.8%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大山地区
n=39

全体
n=891

利用している 利用していない（したことがない） 無回答

100.0%

69.5% 13.0% 14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大山地区
n=8

全体
n=131

路線バス 鴨川市コミュニティバス 両方 無回答

20.5%

23.7%

12.8%

7.2%

5.1% 25.6%

22.0%

7.7%

7.3%

20.5%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大山地区
n=39

全体
n=891

現在のルートとダイヤを維持してほしい
現在のルートを変更してほしい
現在よりも日中の運行本数が少なくて良いので、朝夕の運行本数を多くしてほしい
現在よりも朝夕の運行本数が少なくて良いので、日中の運行本数を多くしてほしい
現在よりも運行本数は少なくても構わないので、夜遅くまで運行してほしい
毎日運行しなくても良いので、運行する日は現在よりも運行本数を多くしてほしい
街中だけの運行でも良いので、運行本数を多くしてほしい
コミュニティバスを縮小しても良いので、路線バスを充実させてほしい
路線バスに代わる交通手段に転換し、利便性を向上させてほしい
その他
無回答



 

 

⑥吉尾地区 

○地域概況（人口動態） 

<公共交通の利用状況> 

○市民アンケート調査結果（一部抽出） 

<路線バスの今後のあり方> 

・ 吉尾地区は、人口は減少傾向にあり、令和 2年 3月時点で約 1,690人が居住している。 

・ 人口は地区全域に薄く分布している。 

・ 高齢化率は令和 2年 3月時点で約 47％となっており、高齢化率は高い。 

・ 地区内に施設等の立地が少ない。 

・ 公共交通は路線バスが地区内から中心部まで運行しており、利用者はアンケート回答者の約 13％となっている。利用者の意見としては、現在

のサービス水準の維持、路線バスに変わる交通手段への転換、朝夕の運行本数の充実が求められている。 

◆地区特性 

<利用している公共交通> 

・ 地区内に施設が少ないため移動を完結できる中心部までの移動手段の確保が必要。 

⇒現在の路線バスは維持？、ただし、朝夕の運行本数の充実が求められている。 

・居住人口は少ないものの、路線バス沿線から離れた地域に居住している住民が見られる。 

⇒バスによるカバーは難しい？ 

現状 

課題 

<2040年将来人口推計> 

 

 

 

地区別の人口推計結果を掲載予定 

148 142 128 138 132

865 830 803 787 765

840 825 813 806 794

45.3% 45.9% 46.6% 46.6% 47.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

H28.3 H29.3 H30.3 R1.3 R2.3

（人）
吉尾地区

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

1,853 1,797 1,744 1,731 1,691

12.9%

14.7%

75.8%

72.3%

11.3%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吉尾地区
n=62

全体
n=891

利用している 利用していない（したことがない） 無回答

100.0%

69.5% 13.0% 14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吉尾地区
n=8

全体
n=131

路線バス 鴨川市コミュニティバス 両方 無回答

19.4%

23.7%

16.1%

7.2%

22.6%

22.0%

11.3%

7.3%

14.5%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

吉尾地区
n=62

全体
n=891

現在のルートとダイヤを維持してほしい
現在のルートを変更してほしい
現在よりも日中の運行本数が少なくて良いので、朝夕の運行本数を多くしてほしい
現在よりも朝夕の運行本数が少なくて良いので、日中の運行本数を多くしてほしい
現在よりも運行本数は少なくても構わないので、夜遅くまで運行してほしい
毎日運行しなくても良いので、運行する日は現在よりも運行本数を多くしてほしい
街中だけの運行でも良いので、運行本数を多くしてほしい
コミュニティバスを縮小しても良いので、路線バスを充実させてほしい
路線バスに代わる交通手段に転換し、利便性を向上させてほしい
その他
無回答



 

 

⑦主基地区 

○地域概況（人口動態） 

<公共交通の利用状況> 

○市民アンケート調査結果（一部抽出） 

<路線バスの今後のあり方> 

・ 主基地区は、人口は減少傾向にあり、令和 2年 3月時点で約 1,460人が居住している。 

・ 人口は地区全域に薄く分布している。 

・ 高齢化率は令和 2年 3月時点で約 43％となっており、高齢化率は高い。 

・ 地区内に施設等の立地が少ない。 

・ 公共交通は、地区内をほぼ運行していない状況となっており、現時点では空白地域に該当すると考えられる。 

◆地区特性 

<利用している公共交通> 

・ 地区内に公共交通がほぼ運行していない状況で、空白地域に該当する。 

⇒需要に応じて、新たな運行を検討？、もしくは木更津線の一部ルート変更で対応？ 
現状 

課題 

<2040年将来人口推計> 

 

 

 

地区別の人口推計結果を掲載予定 

141 133 125 123 122

838 781 761 746 715

643 648 639 625 621

39.6% 41.5% 41.9% 41.8% 42.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

H28.3 H29.3 H30.3 R1.3 R2.3

（人）
主基地区

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

1,622 1,562 1,525 1,494 1,458

14.7%

79.4%

72.3%

17.6%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主基地区
n=34

全体
n=891

利用している 利用していない（したことがない） 無回答

100.0%

64.3% 10.7% 25.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主基地区
n=1

天津地区
n=28

路線バス 鴨川市コミュニティバス 両方 無回答

29.4%

23.7%

8.8%

7.2%

5.9% 23.5%

22.0% 7.3%

20.6%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主基地区
n=34

全体
n=891

現在のルートとダイヤを維持してほしい
現在のルートを変更してほしい
現在よりも日中の運行本数が少なくて良いので、朝夕の運行本数を多くしてほしい
現在よりも朝夕の運行本数が少なくて良いので、日中の運行本数を多くしてほしい
現在よりも運行本数は少なくても構わないので、夜遅くまで運行してほしい
毎日運行しなくても良いので、運行する日は現在よりも運行本数を多くしてほしい
街中だけの運行でも良いので、運行本数を多くしてほしい
コミュニティバスを縮小しても良いので、路線バスを充実させてほしい
路線バスに代わる交通手段に転換し、利便性を向上させてほしい
その他
無回答



 

⑧江見地区 

○地域概況（人口動態） 

<公共交通の利用状況> 

○市民アンケート調査結果（一部抽出） 

<路線バスの今後のあり方> 

・ 江見地区は、人口は減少傾向にあり、令和 2年 3月時点で約 1,540人が居住している。 

・ 人口は江見小学校周辺に人口が集中している。 

・ 高齢化率は令和 2年 3月時点で約 46％と高い。 

・ 地区内に施設等の立地が少ない。 

・ 公共交通は鉄道と路線バスが中心部まで運行しており、利用者はアンケート回答者の約 1割となっている。利用者の意見としては、現在のサー

ビス水準の維持、路線バスに変わる交通手段への転換も求められている。 

・  

◆地区特性 

<利用している公共交通> 

・ 地区内に施設が少ないため移動を完結できる中心部までの移動手段の確保が必要。 

⇒現在の路線バスは維持？、ただし、並行して鉄道も運行している。 
現状 

課題 

<2040年将来人口推計> 

 

 

 

地区別の人口推計結果を掲載予定 

133 130 125 120 122

806 810 783 734 713

707 711 720 719 708

43.0% 43.1% 44.2% 45.7% 45.9%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

H28.3 H29.3 H30.3 R1.3 R2.3

（人）
江見地区

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

1,646 1,651 1,628 1,573 1,543

10.7%

14.7%

80.4%

72.3%

8.9%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

江見地区
n=56

全体
n=891

利用している 利用していない（したことがない） 無回答

50.0%

69.5% 13.0%

33.3%

14.5%

16.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

江見地区
n=6

全体
n=131

路線バス 鴨川市コミュニティバス 両方 無回答

23.2%

23.7%

5.4%

7.2%

5.4% 21.4%

22.0%

8.9%

7.3%

17.9%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

江見地区
n=56

全体
n=891

現在のルートとダイヤを維持してほしい
現在のルートを変更してほしい
現在よりも日中の運行本数が少なくて良いので、朝夕の運行本数を多くしてほしい
現在よりも朝夕の運行本数が少なくて良いので、日中の運行本数を多くしてほしい
現在よりも運行本数は少なくても構わないので、夜遅くまで運行してほしい
毎日運行しなくても良いので、運行する日は現在よりも運行本数を多くしてほしい
街中だけの運行でも良いので、運行本数を多くしてほしい
コミュニティバスを縮小しても良いので、路線バスを充実させてほしい
路線バスに代わる交通手段に転換し、利便性を向上させてほしい
その他
無回答



 

⑨曽呂地区 

○地域概況（人口動態） 

<公共交通の利用状況> 

○市民アンケート調査結果（一部抽出） 

<コミュニティバスの今後のあり方> 

・ 曽呂地区は、人口は減少傾向にあり、令和 2年 3月時点で約 1,440人が居住している。 

・ 人口は地区全域に薄く分布している。 

・ 高齢化率は令和 2年 3月時点で約 46％と高い。 

・ 地区内に施設等の立地が少ない。 

・ 公共交通はコミュニティバスが中心部まで運行しているものの、利用者はアンケート回答者の1割未満と少ない。利用者の意見としては、現在の

サービス水準の維持、路線バスに変わる交通手段への転換も求められている。 

・  

◆地区特性 

<利用している公共交通> 

・ 地区内に施設が少ないため移動を完結できる中心部までの移動手段の確保が必要。 

⇒コミュニティバスの維持？、ただし、利用者数、収支率ともに低い状況る。 

・居住人口は少ないものの、路線バス沿線から離れた地域に居住している住民が見られる。 

⇒バスによるカバーは難しい？ 

現状 

課題 

<2040年将来人口推計> 

 

 

 

地区別の人口推計結果を掲載予定 

132 122 114 109 107

752 716 706 701 670

680 677 665 661 659

43.5% 44.7% 44.8% 44.9% 45.9%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

H28.3 H29.3 H30.3 R1.3 R2.3

（人）
曽呂地区

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

1,564 1,515 1,485 1,471 1,436

8.3%

14.7%

79.2%

72.3%

12.5%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

曽呂地区
n=48

全体
n=891

利用している 利用していない（したことがない） 無回答

25.0%

69.5%

75.0%

13.0% 14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

曽呂地区
n=4

全体
n=131

路線バス 鴨川市コミュニティバス 両方 無回答

31.3%

19.3%

6.3% 10.4%

21.4%

10.4%

5.6%

27.1%

15.3%

14.6%

21.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

曽呂地区
n=48

全体
n=891

現在のルートとダイヤを維持してほしい
現在のルートを変更してほしい
午前の便の運行時間帯を変えてほしい
午後の便の運行時間帯を変えてほしい
現在よりも運行本数は少なくても構わないので、夜遅くまで運行してほしい
毎日運行しなくても良いので、運行する日は現在よりも運行本数を多くしてほしい
交通量が少ない道路では、手を挙げればどこでも乗り降りできるようにしてほしい
路線バスを縮小しても良いので、コミュニティバスを充実させてほしい
コミュニティバスに代わる交通手段に転換し、利便性を向上させてほしい
その他
無回答



 

⑩太海地区 

○地域概況（人口動態） 

<公共交通の利用状況> 

○市民アンケート調査結果（一部抽出） 

<路線バスの今後のあり方> 

・ 太海地区は、人口は減少傾向にあり、令和 2年 3月時点で約 1,640人が居住している。 

・ 人口は地区全域に薄く分布している。 

・ 高齢化率は令和 2年 3月時点で約 46％と高い。 

・ 地区内に施設等の立地が少ない。 

・ 公共交通は路線バスと鉄道が中心部まで運行しており、利用者はアンケート回答者の約 1割となっている。利用者の意見としては、路線バスに

変わる交通手段への転換も求められている。 

・  

◆地区特性 

<利用している公共交通> 

・ 地区内に施設が少ないため移動を完結できる中心部までの移動手段の確保が必要。 

⇒新たな公共交通の検討？、ただし、並行して鉄道も運行している。 
現状 

課題 

<2040年将来人口推計> 

 

 

 

地区別の人口推計結果を掲載予定 

134 125 114 109 103

905 870 861 823 785

730 744 747 759 756

41.3% 42.8% 43.4% 44.9% 46.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

H28.3 H29.3 H30.3 R1.3 R2.3

（人）
太海地区

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

1,769 1,739 1,722 1,691 1,644

10.5%

14.7%

76.3%

72.3%

13.2%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太海地区
n=38

全体
n=891

利用している 利用していない（したことがない） 無回答

100.0%

69.5% 13.0% 14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太海地区
n=4

全体
n=131

路線バス 鴨川市コミュニティバス 両方 無回答

15.8%

23.7%

10.5%

7.2%

5.3% 7.9% 28.9%

22.0%

10.5%

7.3%

13.2%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

太海地区
n=38

全体
n=891

現在のルートとダイヤを維持してほしい
現在のルートを変更してほしい
現在よりも日中の運行本数が少なくて良いので、朝夕の運行本数を多くしてほしい
現在よりも朝夕の運行本数が少なくて良いので、日中の運行本数を多くしてほしい
現在よりも運行本数は少なくても構わないので、夜遅くまで運行してほしい
毎日運行しなくても良いので、運行する日は現在よりも運行本数を多くしてほしい
街中だけの運行でも良いので、運行本数を多くしてほしい
コミュニティバスを縮小しても良いので、路線バスを充実させてほしい
路線バスに代わる交通手段に転換し、利便性を向上させてほしい
その他
無回答



 

⑪小湊地区 

○地域概況（人口動態） 

<公共交通の利用状況> 

○市民アンケート調査結果（一部抽出） 

<路線バスの今後のあり方> 

・ 小湊地区は、人口は減少傾向にあり、令和 2年 3月時点で約 1,710人が居住している。 

・ 人口は小湊小学校周辺に人口が集中している。 

・ 高齢化率は令和 2年 3月時点で約 49％と高い。 

・ 地区内に施設等の立地が少ない。 

・ 公共交通はコミュニティバスと鉄道スが中心部まで運行しており、利用者はアンケート回答者の約 2割となっている。利用者の意見としては、現

在のサービス水準の維持、路線バスに変わる交通手段への転換も求められている。 

・  

◆地区特性 

<利用している公共交通> 

・ 地区内に施設が少ないため移動を完結できる中心部までの移動手段の確保が必要。 

⇒コミュニティバスの再編？ 
現状 

課題 

<2040年将来人口推計> 

 

 

 

地区別の人口推計結果を掲載予定 

156 135 125 121 112

922 868 835 794 769

864 853 853 835 830

44.5% 46.0% 47.0% 47.7% 48.5%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H28.3 H29.3 H30.3 R1.3 R2.3

（人）
小湊地区

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

1,942 1,856 1,813 1,750 1,711

18.8%

14.7%

64.6%

72.3%

16.7%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小湊地区
n=48

全体
n=891

利用している 利用していない（したことがない） 無回答

44.4%

69.5%

11.1%

13.0%

33.3%

14.5%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小湊地区
n=9

全体
n=131

路線バス 鴨川市コミュニティバス 両方 無回答

22.9%

23.7%

6.3%

7.2%

8.3% 22.9%

22.0%

8.3%

7.3%

20.8%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小湊地区
n=48

全体
n=891

現在のルートとダイヤを維持してほしい
現在のルートを変更してほしい
現在よりも日中の運行本数が少なくて良いので、朝夕の運行本数を多くしてほしい
現在よりも朝夕の運行本数が少なくて良いので、日中の運行本数を多くしてほしい
現在よりも運行本数は少なくても構わないので、夜遅くまで運行してほしい
毎日運行しなくても良いので、運行する日は現在よりも運行本数を多くしてほしい
街中だけの運行でも良いので、運行本数を多くしてほしい
コミュニティバスを縮小しても良いので、路線バスを充実させてほしい
路線バスに代わる交通手段に転換し、利便性を向上させてほしい
その他
無回答



 

⑫天津地区 

○地域概況（人口動態） 

<公共交通の利用状況> 

○市民アンケート調査結果（一部抽出） 

<路線バスの今後のあり方> 

・ 天津地区は、人口は減少傾向にあり、令和 2年 3月時点で約 3,805人が居住している。 

・ 人口は天津小学校周辺に人口が集中している。 

・ 高齢化率は令和 2年 3月時点で約 42％と高い。 

・ 地区内に施設等の立地が少ない。 

・ 公共交通はコミュニティバスと鉄道スが中心部まで運行しており、利用者はアンケート回答者の約 27％と高い。利用者の意見としては、現在の

サービス水準の維持、路線バスに変わる交通手段への転換も求められている。 

・  

・  

◆地区特性 

<利用している公共交通> 

・ コミュニティバスの利用率が高いため、現在のコミュニティバスのサービスの維持？ 

・  
現状 

課題 

<2040年将来人口推計> 

 

 

 

地区別の人口推計結果を掲載予定 

363 348 327 313 304

2,176 2,093 2,039 1,982 1,894

1,646 1,633 1,618 1,599 1,607

39.3% 40.1% 40.6% 41.1% 42.2%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H28.3 H29.3 H30.3 R1.3 R2.3

（人）
天津地区

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

4,185 4,074 3,984 3,894 3,805

26.9%

14.7%

52.9%

72.3%

20.2%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

天津地区
n=104

全体
n=891

利用している 利用していない（したことがない） 無回答

64.3%

69.5%

10.7%

13.0%

25.0%

14.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

天津地区
n=28

全体
n=131

路線バス 鴨川市コミュニティバス 両方 無回答

24.0%

23.7% 7.2%

6.7% 5.8% 16.3%

22.0%

7.7%

7.3%

22.1%

18.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

天津地区
n=104

全体
n=891

現在のルートとダイヤを維持してほしい
現在のルートを変更してほしい
現在よりも日中の運行本数が少なくて良いので、朝夕の運行本数を多くしてほしい
現在よりも朝夕の運行本数が少なくて良いので、日中の運行本数を多くしてほしい
現在よりも運行本数は少なくても構わないので、夜遅くまで運行してほしい
毎日運行しなくても良いので、運行する日は現在よりも運行本数を多くしてほしい
街中だけの運行でも良いので、運行本数を多くしてほしい
コミュニティバスを縮小しても良いので、路線バスを充実させてほしい
路線バスに代わる交通手段に転換し、利便性を向上させてほしい
その他
無回答


